
 

■いつまでも私たちを排除するのか 

入部香代子（障害当事者） 

 私は、小中学校に通うべき年齢の時

に「就学免除」という形で、学校に行

くことができず、義務教育を受けてい

ません。25歳くらいまで、友だちが一

人もいませんでした。25歳からは福祉

の場や活動の中で友だちができました

が、それまでは、妹の友だちが家に来

るとまとわりついていた程度で、地域の中で友だちづく

りは一切やっていなかった。人間関係ができてあたりま

えの時期に、関係ができていないわけです。 

そんなことから、1979年の養護学校義務化の時も、「な

んで、障害児が校区の学校に行けないんだ」ということ

で、私たちは「普通学校で！」「校区の学校に行きたいん

だ！」と主張し、「義務化」に反対もしてきました。そし

て現在、「教育基本条例」が出され、私たちを排除する動

きがあることを多くの人が懸念しています。だからこそ、

こういった場で障害者が声を出さないといけないと思う

し、今日、集まってみなさん（記者）に話をしているわ

けです。障害者を社会が、そして教育があたりまえに受

け入れてくれないと、いつまでも、死ぬまでこういうこ

とを言っていないといけないのかと、悲しくなります。 

 

■知的障害者が行ける高校がなくなる 

新 美鈴（保護者） 

 娘はいま26歳で、10年間のブランク

を経て、昨年やっと高校に入学しまし

た。地域の保育所、地域の小学校、地

域の中学校を出て、あたりまえに地域

の高校を受験してきたんです。でも、

定員オーバ－ということで、点数が取

れない知的障害者の娘は排除されたま

までした。点数の取れない娘にとって、高校は「狭き門」。

「入れない」というのが現実です。やっと去年、10年目

にして、定員割れしている府立大手前高校の定時制を受

験することができ、やっと入学できたんです。知的障害

者にとっては、定員割れした高校しかあたりまえに入学

することができないんです。 

でも、維新の会は「３年間連続して定員割れした高校

は統廃合の対象にする」って言われています。というこ

とは、知的障害者は、ますます行く学校がないんですよ。

「狭き門」が「もっと狭き門」になるんです。だから、

維新の会に言いたいのは、「統廃合しないでください！」。

弱い人間、点数を取れない人間だからこそ、学校に入れ

ば、教科書にはないいろんな学びを、周りとコミュニケ

ーションをとりながら経験していけると思うんです。そ

れは、いま維新の会が大事にされているコミュニケーシ

ョンということにつながるのではないでしょうか。「定員

割れした学校を統廃合してなくなさないでいただきた

い」と、声を大にして言いたいと思います。 

 

■大阪の「共に学ぶ」教育は先進的 

北村佳那子（障害当事者） 

（北村佳那子さんの発言の後、母親の

惠子さんより） 

 娘はいま 23歳、関西大学の聴講生で

す。もともと他県の支援学校小学部に

１年間行っていましたが、小学２年生

の時に大阪に転校してきて、地域の学

校で学んできました。地域の学校に入

ったとたん、目の輝きが全然違うんで

す。ものすごく元気になって、お医者さんから「脳細胞

がウイルスに食べられていて、ほとんどない。生きるた

めに必要な脳幹しかなく、どうなるかわからない。何も

わからないよ」と言われた娘が、昨日も兵庫県の教職員

組合に呼ばれて、大学のお友だちといっしょに講演をし

てきました。 

この子は、みんなと学ぶ中で生きるすべを学びました。

周りの子どもたちもそうです。娘が大阪市立中央高校の

定時制に通った時、学校に来るのがしんどい子どもたち

もいて、その中には「佳那が卒業する、いっしょに卒業

しような」と、がんばって卒業した子もいます。小・中

学校でもそうです。お家の事情が大変だった友だちが、

「もうしんどいな～と思った時に、佳那が居てるから笑

顔で過ごそうと思った。ありがとう！！」と卒業アルバ

ムに書いてくださいました。「共に学ぶ」ということは、

学力だけでなく、おたがいに人を思いやる気持ちを育て

ることだと思うんですね。 

維新の会の人たちは、今まで大阪で実践してきた「共

に学ぶ」ということをしっかり受け止めていただき、さ

らに発展させていただきたいと思います。この子は、医

療的ケアも必要です。私はフィンランドとイギリスに行

ってきましたが、医療的ケアが必要な人工呼吸器をつけ

た子どもや、重度の知的障害をもつ子どもが地域の学校

に行っている例は、世界でも少ないんです。その点、日

本は、特に大阪は先進的です。そういう大阪の「共に学

ぶ」教育を、ぜひ続けていってほしいと思います。 

私たち抜きに、大阪の教育を決めないでください。 

─教育基本条例（案）に対する、障害当事者と保護者からの声─ 



■地域の学校は防災拠点としても重要 

山名 勝（障害当事者） 

 私は、大阪市の身体障害者相談員

をしています。その関係から、福祉

教育で学校に話をしに行く機会が多

いですが、地域の学校には、地元の

人たちから偏差値があまり高くない

と思われている学校があります。と

ころが、実際に中に入って現場を見

てみると、非常にすばらしい学校なんですね。総合教育

とか、自分たちでテーマを見つけて学んでいくような姿

勢を非常に大事にされていて、子どもたちがいきいきし

ています。管理されて、学力だけを重視している学校と

は全くちがう。高校や大学に進学したり社会に出てから

の将来の伸びしろを非常に感じさせる教育をされている

学校があるんです。ところが、いまの学区撤廃や学校の

統廃合の議論を見ると、そういう学校が「非常に危ない」

という危機感をもっています。教育に関して、橋下さん

はちょっとちがう考えをもたれているんじゃないか、非

常に危ないなと感じています。 

それともう一点、地域にとって学校というのは、単に

勉強をしに行く場ではなく、東日本大震災を受けて、避

難場所や防災教育の重要な拠点であることが、あらため

て認識されたわけです。地域と非常に密着度が高い学校

がなくなってしまうと、いったいどうなるか？という視

点からも、地域の学校を大事にすることが大切だと考え

ます。万一、大阪で災害が起こり、学校が避難所になっ

た時、顔見知りの中学生たちが仲間意識で地域の人たち

を積極的にお世話したりすることができなくなってしま

うのではないか。そういう面の危機感も抱いています。

学力の面だけでなく、そういうことも考えてほしいと思

います。 

 

■障害児を排除している制度を変えて 

姜 博久（障害当事者） 

（障害者の自立と完全参加をめざす大阪連絡会議・執行

委員） 

維新の会が提案されている「教育

基本条例」、そういった教育の流れが

進めば、やはり、障害児がどこかで

排除されるという危機感を僕たちは

感じています。このままでいくと、

大阪が誇りとしてきた「共に生き、

共に学ぶ」教育が後退しかねない。

僕自身、小学校・中学校は、いまで

いう支援学校に行きました。高校になって地域の学校に

行って、その時に強く思ったのは、「奪われた９年間を返

してほしい」ということでした。いま僕は、障害をもた

れた方の相談支援の仕事をさせていただいています。そ

の中で思うのは、支援学校に行くと、本人も親も、この

社会で生きることから遠ざけられてきた結果、いろんな

意味で力を奪われている、孤独の中に追い込まれている

ということです。そんな人生を障害をもつ子どもたちに

味わってほしくない。そんなことをさせる権利は誰もも

っていないと思います。 

橋下さんが「大阪から国を変えたい」というのなら、

現在、障害をもつ子どもを基本的に地域の学校から排除

している仕組みをつくっている国の制度を変えるくらい

のことを言ってほしい。それくらいインパクトのあるこ

とをやってこそ、これまでの大阪の障害児教育を橋下さ

ん自身が本当に理解しているということだと思います。

「共に学び、共に生きる」教育というのは、競争と相容

れません。今まで大阪では、就学先の決定は本人や親の

意思を尊重するという方針でやってきていますが、それ

でもやはり、がんばって「地域の学校へ行く」と強く表

明しないと行けないですし、学校といろいろやりあって、

やっと地域の学校に行けるという現状なんです。けっし

て「ウェルカム」、「どうぞいらしてください」という状

況ではまだまだありません。ですから、本当に教育をよ

くしようと思うのであれば、僕たちのような障害者があ

たりまえに地域の学校にウェルカムされるような教育制

度を作ってほしいし、「共に学び、共に生きる」教育で大

阪をもっともっと活発化して、国の制度を変えるくらい

の方向でやってほしいというのが、僕たちの願いです。 
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